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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルと、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力部と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力部であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力部と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
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示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動回路とを
備えていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　表示装置の外部から入力される、上記走査期間を構成するフレームの数を示す情報と、
上記休止期間を構成するフレームの数を示す情報とを含んだ指示信号を受信する指示信号
受信部をさらに備えており、
　上記制御信号出力部は、上記指示信号に基づき、上記走査期間を構成するフレームの数
と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項３】
　表示装置の外部から入力される映像信号を受信する映像信号受信部をさらに備えており
、
　上記制御信号出力部は、上記映像信号に基づき、上記走査期間を構成するフレームの数
と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項４】
　上記走査期間を構成するフレームの数を表す第１の情報と、上記休止期間を構成するフ
レームの数を表す第２の情報とを格納している記憶部をさらに備えており、
　上記制御信号出力部は、上記第１の情報および第２の情報に基づき、上記走査期間を構
成するフレームの数と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することを特徴と
する請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　上記少なくとも一部の領域は、上記画面における全ての領域であることを特徴とする請
求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素の各々のＴＦＴの半導体層には、酸化物半導体が用いられていることを
特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　上記酸化物半導体は、ＩｎＧａＺｎＯｘであることを特徴とする請求項６に記載の表示
装置。
【請求項８】
　液晶表示装置であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置の駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
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　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
有することを特徴とする表示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、極性反転駆動を実行する表示装置、および当該表示装置の駆動方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置が各種の電子機器に幅広く搭載されている。液晶表示装置には、薄
型、軽量、および低消費電力という各種の利点があるため、今後、その活用はより一層進
んでいくと期待されている。
【０００３】
　液晶表示装置には、直流駆動すると表示パネルに焼き付きが生じてしまうという問題が
ある。そこで、このような焼き付きを防止するために、液晶表示装置を極性反転駆動する
ことが一般的になっている。極性反転駆動を行うと、表示パネルを構成する各画素に書き
込まれる画像データ（データ信号）の極性が、フレームごとに反転する。これにより各画
素内の液晶印加電圧の極性もフレームごとに反転するので、表示装置の動作中において、
液晶内の電荷の極性が正または負に偏ることがなくなる。この結果、表示パネルの焼き付
きを防止することができる。
【０００４】
　一方で、近年、各種の表示装置において消費電力を低下させることが共通の課題となっ
ている。この課題を解決するための有力な技術の一つとして、休止駆動が提案されている
。休止駆動を行う表示装置は、あるフレームにおいて表示パネルを走査してあと、連続す
る一定数のフレームにおいて、表示パネルを走査しない。この休止期間では、直前のフレ
ームにおいて表示パネルの画素に印加された電圧が保持され、それによって、表示も維持
される。休止期間では、表示パネルに対する信号の出力処理を行わずにするので、その分
、消費電力を低減させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特許公開２０１１－４８０５７号公報（２０１１年
３月１０日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、極性反転駆動を行う液晶表示装置に、単純に休止駆動を組み合わせると、場合
によっては、表示パネルの焼き付きが生じてしまうという問題がある。この問題について
、図７を参照して以下に説明する。
【０００７】
　図７は、従来技術に係る液晶表示装置が休止駆動を実行する際の、各フレームにおける
液晶印加電圧の極性を示す図である。図７に示す例では、走査信号のフレーム数は４つで
あり、一方、休止期間のフレーム数も４つである。すなわち、走査期間を構成するフレー
ムの数と、休止期間を構成するフレームの数との和が偶数である。また、走査期間と休止
期間とは交互に繰り返される。
【０００８】
　各走査期間内において、データ信号の極性はフレームごとに反転する。したがって、液
晶印加電圧の極性もフレームごとに反転する。走査期間を構成するフレームの数と、休止
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期間を構成するフレームの数との和が偶数であるとき、各走査期間内の最後のフレームに
おける液晶印加電圧の極性は互いに等しくなる。図７の例では、いずれも正である。休止
駆動を実行する従来の液晶表示装置では、各休止期間中の画素における液晶印加電圧は、
当該休止期間の直前に位置する走査期間内の最後のフレームにおける液晶印加電圧が保持
される。これは、各画素に存在する容量成分に働きによるものである。この結果、図７の
例では、各休止期間における液晶印加電圧は、いずれの休止期間においても互いに等しく
なる。図７の例では、いずれも負である。
【０００９】
　これにより、図７に示すような駆動を行う従来の液晶表示装置では、動作中に、液晶内
の電荷が負に偏っていく。これは、休止期間が長くなればなるほど、顕著になる。このよ
うに、従来の液晶表示装置では、休止駆動は実行できるが、表示パネルの画面に焼き付き
を起こすことが避けられない場合が生ずる。
【００１０】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明の一態様に係る表示
装置によれば、休止駆動が実行可能であり、かつ、表示パネルに焼き付きを起こすことが
ないという効果を奏する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルと、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和が偶数である制御信号を
出力する制御信号出力部と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力部であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記フレ
ームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力部と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動回路とを
備えていることを特徴としている。
【００１２】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置に駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和が偶数である制御信号を
出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
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　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、少なくと
も１つである極性反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させなが
ら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
備えていることを特徴としている。
【００１３】
　本発明の一態様に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルと、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力部と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力部であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力部と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動回路とを
備えていることを特徴としている。
【００１４】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置に駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
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わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
備えていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の一態様に係る表示装置は、休止駆動が実行可能であり、かつ、表示パネルに焼
き付きを起こすことがないという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示システムの要部構成を示すブロック図である。
【図２】極性反転方式「ドット反転」によりデータ信号が書き込まれた状態の表示パネル
を示す図である。
【図３】極性反転方式「ソース反転」によりデータ信号が書き込まれた状態の表示パネル
を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る表示装置が休止駆動を実行する際の、各フレームにお
ける液晶印加電圧の極性の一例を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る表示装置が休止駆動を実行する際の、各フレームにお
ける液晶印加電圧の極性の他の例を示す図である。
【図６】酸化物半導体を用いたＴＦＴを含む、各種ＴＦＴの特性を示す図である。
【図７】従来技術に係る表示装置が休止駆動を実行する際の、各フレームにおける液晶印
加電圧の極性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図面に基づいて、本発明の実施形態について詳細に説明する。以下の説明において、同
一の機能および作用を示す部材については、同一の符号を付し、説明を省略する。
【００１８】
　〔第１の実施形態〕
　（表示システム１の構成）
　本実施形態に係る表示システム１の構成について、図１を参照して説明する。図１は、
本実施形態に係る表示システム１の構成の詳細を示すブロック図である。図１に示すよう
に、表示システム１は、表示装置２およびコントロール部３を有している。本実施形態の
表示システム１では、コントロール部３は表示装置２を介して映像を表示出力している。
コントロール部３では、映像以外にも静止画像または記号等の任意の情報を、表示装置２
に出力することもできる。
【００１９】
　表示装置２は、表示パネル２ａ、走査線駆動回路４、データ線駆動回路５（駆動回路）
、共通電極駆動回路６、および、タイミングコントロール部７（映像信号受信部）を備え
ている。タイミングコントロール部７は、休止駆動制御部８（制御信号出力部、指示信号
受信部、映像信号受信部、フレーム数算出部、判定値算出部）および極性反転制御部９（
極性指示信号出力部）を備えている。
【００２０】
　表示パネル２ａは、マトリックス状に配置された複数の画素を有する画面を備えている
。また、表示パネル２ａは、画面を線順次に選択して走査するためのＮ本（Ｎは任意の整
数）の走査線Ｇ（ゲートライン）を備えている。さらに、表示パネル２ａは、選択された
ラインに含まれる一行分の画素にデータ信号を供給するＭ本（Ｍは任意の整数）のデータ
線Ｓ（ソースライン）を備えている。走査線Ｇとデータ線Ｓとは互いに交差している。各
画素は、複数の走査線Ｇおよび複数のデータ線Ｓの各交差点近傍に個別に設けられている
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。
【００２１】
　表示パネル２ａは、さらに、図示しない液晶層を備えている。すなわち表示装置２は、
いわゆる液晶表示装置である。
【００２２】
　図２に示すＧ（ｎ）はｎ本目（ｎは１以上Ｎ以下の整数）の走査線Ｇを表す。例えば、
Ｇ（１）、Ｇ（２）、および、Ｇ（３）は、それぞれ１本目、２本目および３本目の走査
線Ｇを表す。一方、Ｓ（ｍ）はｍ本目（ｍは１以上Ｍ以下の整数）のデータ線Ｓを表す。
例えば、Ｓ（１）、Ｓ（２）、および、Ｓ（３）は、それぞれ１本目、２本目および３本
目のデータ線Ｓを表す。
【００２３】
　走査線駆動回路４は、例えば各走査線Ｇを画面の上から下に向かって順次走査する。そ
の際、各走査線Ｇに対して、画素に備えられ画素電極に接続されるスイッチング素子（画
素薄膜トランジスタ（ＴＦＴ））をオン状態にさせるための矩形波を出力する。これによ
り、画面内の１行分の画素を選択状態にする。
【００２４】
　データ線駆動回路５は、コントロール部３から入力された映像信号（矢印Ａ）から、選
択された１行分の各画素に出力すべき電圧の値を算出し、その値の電圧（データ信号）を
各データ線Ｓに出力する。結果、選択された走査線Ｇ上にある各画素（画素電極）に対し
て、画像データを供給する。
【００２５】
　表示装置２は、画面内の各画素に対して設けられる共通電極（不図示）を備えている。
共通電極駆動回路６は、タイミングコントロール部７から入力される信号（矢印Ｂ）に基
づき、共通電極を駆動するための所定の共通電圧を共通電極に出力する（矢印Ｃ）。
【００２６】
　タイミングコントロール部７は、コントロール部３から入力されたクロック信号、水平
同期信号、および、垂直同期信号に基づき、各回路が同期して動作するための基準となる
信号を各回路に対して出力する。具体的には、走査線駆動回路４には、クロック信号、水
平同期信号、および、垂直同期信号に基づいて、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰ、ゲー
トクロック信号ＧＣＫ、および、ゲートアウトプットイネーブル信号ＧＯＥを出力する。
データ線駆動回路５には、クロック信号、水平同期信号、および、垂直同期信号に基づい
て、ソーススタートパルス信号ＳＳＰ、ソースラッチストローブ信号ＳＬＳ、および、ソ
ースクロック信号ＳＣＫを出力する。
【００２７】
　走査線駆動回路４は、タイミングコントロール部７から受け取ったゲートスタートパル
ス信号ＧＳＰを合図に表示パネル２ａの走査を開始し、走査線Ｇの選択状態をシフトさせ
ていく信号であるゲートクロック信号ＧＣＫに従って各走査線Ｇに順次選択電圧を印加し
ていく。データ線駆動回路５は、タイミングコントロール部７から受け取ったソーススタ
ートパルス信号ＳＳＰを基に、入力された各画素の画像データをソースクロック信号ＳＣ
Ｋに従ってレジスタに蓄える。そして、データ線駆動回路５は、画像データを蓄えた後に
、次のソースラッチストローブ信号ＳＬＳに従って表示パネル２ａの各データ線Ｓを通し
て画素電極に画像データを書き込む。画像データの書き込みには、例えばデータ線駆動回
路５が有するアナログアンプが用いられる。
【００２８】
　なお、表示システム１内の各回路が動作するために必要な電圧は、例えば電源生成回路
（不図示）から供給されるが、この電源生成回路はコントロール部３に含まれていてもよ
い。表示システム１内の各回路が動作するために必要な電圧の一例として、データ線駆動
回路５には電源電圧Ｖｄｄが供給される。
【００２９】
　（休止駆動）



(8) JP 5801423 B2 2015.10.28

10

20

30

40

50

　表示装置２は、動作時に消費電力を減らすために、いわゆる休止駆動を行う。以下に、
表示装置２が行う休止駆動について、説明する。
【００３０】
　表示システム１において、コントロール部３は、表示装置２に対して、休止駆動を行う
ように指示する。その際、矢印Ｄで示す制御信号（指示信号）をタイミングコントロール
部７に出力する。このような表示装置２の外部からの制御信号を、タイミングコントロー
ル部７内の休止駆動制御部８が受信する。制御信号は、表示パネル２ａの画面における全
ての領域を走査する走査期間を構成するフレーム数を示す情報と、当該少なくとも一部の
領域を走査しない休止期間を構成するフレーム数を示す情報とを含んでいる。以下、当該
少なくとも一部の領域を、休止領域と称する。
【００３１】
　休止駆動制御部８は、受信した制御信号に基づき、走査期間を構成するフレームの数と
、休止期間を構成するフレームの数とを、それぞれ算出する。この場合は、制御信号にそ
れぞれのフレーム数を示す情報が含まれているので、それぞれの情報が示すフレーム数を
、そのまま、走査期間を構成するフレームの数、および、休止期間を構成するフレームの
数として算出する。
【００３２】
　休止駆動制御部８は、算出したフレーム数からなる走査期間と、算出したフレーム数か
らなる休止期間とを交互に指示する制御信号を生成し、走査線駆動回路４およびデータ線
駆動回路５に出力する（矢印ＥおよびＦ）。その際、たとえば、走査期間中の各フレーム
においてはＨ値を取り、休止期間中の各フレームにおいてはＬ値を取る制御信号を出力す
る。この結果、表示システム１では、表示装置２の休止駆動を外部から制御することがで
きる。
【００３３】
　走査線駆動回路４およびデータ線駆動回路５は、受信した制御信号に基づき、走査期間
と休止期間とを特定する。走査期間中の各フレームにおいては、走査線駆動回路４は走査
信号を、表示パネル２ａの全画面における各走査線Ｇに出力し、データ線駆動回路５は、
表示パネル２ａの全画面におけるデータ信号を各データ線Ｓに出力する。一方、休止期間
中の各フレームにおいては、走査線駆動回路４は、走査信号を休止領域における各走査線
Ｇに出力しない。なお、データ線駆動回路５は、データ信号を休止領域における各データ
線Ｓに出力してもしなくてもよい。
【００３４】
　以上の処理によって、休止期間においては、休止領域に対する走査信号の出力に必要な
消費電力を少なくとも削減することができるので、休止期間における表示装置２の電力消
費量が、駆動期間におけるそれよりも大幅に低減する。その結果、本発明の一態様に係る
表示装置では、休止駆動を実行しない表示装置に比べて、より低い電力で動作することが
できる。なお、休止期間において、さらに、休止領域における各データ線Ｓにはデータ信
号を出力しないことが好ましい。これにより、休止期間において、休止領域に対するデー
タ信号の出力に必要な消費電力をも削減することができるので、表示装置２の電力消費量
がよりいっそう低減する。なお、休止領域における各データ線Ｓに、黒表示に対応したデ
ータ信号を出力してもよい。
【００３５】
　各休止期間においては、画素内のＴＦＴがオフされるので、休止期間の直前のフレーム
において画素の液晶に印可された電圧が、そのまま保持される。したがって、画像の表示
も各休止期間おいて維持される。すなわち休止駆動は、一定数のフレームに渡って内容が
変化しない領域を含む映像を表示する場合に適している。
【００３６】
　（映像信号に基づきフレーム数を算出）
　休止駆動制御部８は、走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレー
ムの数とを、矢印Ａに示す映像信号に基づき算出することができる。この場合、コントロ
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ール部３からタイミングコントロール部７に、矢印Ｄで示す制御信号は入力されない。休
止駆動制御部８は、入力された映像信号の内容を解析し、映像信号が表す映像に応じて、
走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数とを算出する。し
たがって、映像信号が表す映像の中身が変われば、算出されるフレームの数も変動する。
これにより、休止駆動制御部８は、映像信号に応じた最適なフレーム数の走査期間および
休止期間をそれぞれ指示する制御信号を生成する。その結果、表示装置２は、映像信号に
応じた最適な休止駆動を実行できる。
【００３７】
　（メモリ内の情報に基づきフレーム数を算出）
　休止駆動制御部８は、走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレー
ムの数とを、図示しないメモリ（記憶部）に格納された情報に基づき算出することができ
る。この場合、コントロール部３からタイミングコントロール部７に、矢印Ｄで示す制御
信号は入力されない。また、休止駆動制御部８は、映像信号を解析する必要もない。
【００３８】
　上記メモリには、走査期間を構成するフレームの数を示す情報と、休止期間を構成する
フレームの数を示す情報とが、それぞれあらかじめ格納されている。休止駆動制御部８は
、これらの情報をメモリから読み出し、各情報が示すフレームの数を、そのまま、走査期
間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数として算出する。
【００３９】
　（極性反転駆動）
　表示装置２では、動作時における画面のちらつき（フリッカ）および焼き付きの発生を
防止するために、いわゆる極性反転駆動を行う。以下に、極性反転駆動について説明する
。
【００４０】
　表示装置２において、タイミングコントロール部７内の休止駆動制御部８が、各データ
線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号（以下、ＰＯＬ信号と記載）を
、データ線駆動回路５に出力する（矢印Ｈ）。本実施形態では、極性反転制御部９は、Ｐ
ＯＬ信号を出力する際、その極性を１つのフレームごとに反転させる。
【００４１】
　データ線駆動回路５は、走査期間内の各フレームにおいて、当該フレーム時に入力され
たＰＯＬ信号の極性に基づく極性のデータ信号を、各データ線Ｓに出力する。たとえば、
ＰＯＬ信号の極性が正（＋）であれば、同じく正（＋）の極性のデータ信号を各データ線
Ｓに出力する。一方、ＰＯＬ信号の極性が負（－）であれば、同じく負（－）の極性のデ
ータ信号を各データ線Ｓに出力する。
【００４２】
　ＰＯＬ信号の極性はフレームごとに反転するので、データ線駆動回路５が出力するデー
タ信号の極性も、同様にフレームごとに反転する。したがって表示装置２では、走査期間
内の各フレームにおいて、液晶に印加される電圧の極性も、フレームごとに反転する。
【００４３】
　なお、ＰＯＬ信号の極性と、各データ線Ｓに出力されるデータ信号の極性とは、必ずし
も一致するとは限らない。たとえば後述する「ドット反転方式」または「ソース反転方式
」の極性反転駆動を実行すると、同じフレームにおいて、データ線Ｓごとにデータ信号の
極性が反転する。したがって、同じフレームにおいて、ＰＯＬ信号の極性が正のとき、デ
ータ線Ｓ（０）に出力されるデータ信号の極性は正であるが、データＳ（１）に出力され
るデータ信号の極性は負である、という処理も表示装置２では可能である。表示装置２に
おいて、「ＰＯＬ信号の極性に応じた極性のデータ信号を各データ線Ｓに出力する」こと
は、本質的には「ＰＯＬ信号の極性が反転するたびに、各データ線Ｓに出力するデータ信
号の極性を反転させる」ことを意味する。
【００４４】
　（極性反転方式の具体例）
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　以下、図２および図３を参照して、極性反転方式について具体的に説明する。ここでは
、表示パネル２ａに設けられた一部の画素である、６画素列×４画素行に配設された複数
の画素を用いて、極性反転方式「ドット反転」および極性反転方式「ソース反転」のそれ
ぞれについて説明する。
【００４５】
　図２は、極性反転方式「ドット反転」によりソース信号が書き込まれた状態の表示パネ
ル２ａを示す図である。一方、図３は、極性反転方式「ソース反転」によりソース信号が
書き込まれた状態の表示パネル２ａを示す図である。
【００４６】
　図２および図３において、「＋」が示されている画素は、その画素に対して正極データ
が書き込まれている状態を示し、「－」が示されている画素は、その画素に対して負極デ
ータが書き込まれている状態を示す。
【００４７】
　また、図２および図３において、（ａ）と（ｂ）とでは、複数の画素の各々のソース信
号の極性が反転している。
【００４８】
　（極性反転の空間的周期）
　図２に示すように、極性反転方式「ドット反転」によると各画素列における画素の配置
は、表示パネルの空間方向（画素列方向および画素行方向）において、“＋，－，＋，－
”、または“－，＋，－，＋”というように、１画素毎にソース信号の極性が反転した状
態となる。
【００４９】
　また、図３に示すように、極性反転方式「ソース反転」によると、各画素列における画
素の配置は、“＋，＋，＋，＋”、または“－，－，－，－”というように、全ての画素
のソース信号の極性が同一となる。また、各画素行における画素の配置は、“＋，－，＋
，－”、または“－，＋，－，＋”というように、１画素毎にソース信号の極性が反転し
た状態となる。
【００５０】
　（極性反転の時間的周期）
　図２に示すように、極性反転の空間的周期として「ドット反転」を採用している場合に
おいて、極性反転の時間的周期として「１フレーム反転」を採用した場合、表示パネル２
ａは、“図２（ａ），図２（ｂ），図２（ａ），図２（ｂ），・・・”というように、１
フレーム毎に、各画素の極性が反転した状態となる。また、極性反転の時間的周期として
「２フレーム反転」を採用した場合、“図２（ａ），図２（ａ），図２（ｂ），図２（ｂ
），・・・”というように、２フレーム毎に、各画素の極性が反転した状態となる。
【００５１】
　同様に、図３に示すように、極性反転の空間的周期として「ソース反転」を採用してい
る場合において、極性反転の時間的周期として「１フレーム反転」を採用した場合、表示
パネル２ａは、“図３（ａ），図３（ｂ），図３（ａ），図３（ｂ），・・・”というよ
うに、１フレーム毎に、各画素の極性が反転したものとなる。また、極性反転の時間的周
期として「２フレーム反転」を採用した場合、“図３（ａ），図３（ａ），図３（ｂ），
図３（ｂ），・・・”というように、２フレーム毎に、各画素の極性が反転したものとな
る。
【００５２】
　（休止駆動と極性反転駆動の組み合わせ）
　本実施形態の表示装置２は、休止駆動と極性反転駆動とを同時に実行する。この点につ
いて、以下に図４を参照しながら詳しく説明する。
【００５３】
　図４は、本実施形態の表示装置２が休止駆動を実行する際の、各フレームにおける液晶
印加電圧の極性を示す図である。図４に示す例では、走査信号を構成するフレームの数は
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４であり、一方、休止期間を構成するフレーム数は４つである。すなわち、走査期間を構
成するフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数との和は偶数である。
【００５４】
　本実施形態の表示装置２では、走査期間または休止期間のいずれにおいても、ＰＯＬ信
号の極性はフレームごとに反転する。図４の例では、走査期間内のｎ＋１フレーム（ｎは
自然数）におけるＰＯＬ信号の極性は正であり、その次のフレームであるｎ＋２フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ＋３フレームに
おけるＰＯＬ信号の極性は正である。さらにその次のフレームであるｎ＋４フレームにお
けるＰＯＬ信号の極性は負である。
【００５５】
　上述したように、表示装置２では、各走査信号内の各フレームにおいて、ＰＯＬ信号の
極性に応じた極性のデータ信号が各データ線Ｓに入力される。図４の例では、ＰＯＬ信号
の極性が正であるときに、同じく極性が正であるデータ信号がデータ線Ｓに入力される。
一方、ＰＯＬ信号の極性が負であるときに、同じく極性が負であるデータ信号がデータ線
Ｓに入力される。したがって、各フレームにおいて、ＰＯＬ信号の極性と、データ線Ｓの
極性とは互いに一致する。
【００５６】
　本実施形態では、走査期間から休止期間に切り替わるタイミングにおいて、ＰＯＬ信号
の極性が反転する。したがって、図４の例では、休止期間内のｎ＋５フレームにおけるＰ
ＯＬ信号の極性は正である。また、上述したように、休止期間において、ＰＯＬ信号の極
性はフレームごとに反転する。したがって、ｎ＋５フレームの次のフレームであるｎ＋６
フレームにおけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ＋７フ
レームにおけるＰＯＬ信号の極性は正であり、さらにその次のフレームであるｎ＋８フレ
ームにおけるＰＯＬ信号の極性は負である。
【００５７】
　本実施形態では、休止期間から走査期間に切り替わるタイミングにおいて、ＰＯＬ信号
の極性が反転せずに維持される。したがって、図４の例では、走査期間内のｎ＋９フレー
ムにおけるＰＯＬ信号の極性は負である。また、ｎ＋９フレームの次のフレームであるｎ
＋１０フレームにおけるＰＯＬ信号の極性は正であり、さらにその次のフレームであるｎ
＋１１フレームにおけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ
＋１２フレームにおけるＰＯＬ信号の極性は正である。
【００５８】
　以上のように、本実施形態では、各走査期間内の最初のフレームにおけるデータ線Ｓの
極性は、走査期間ごとに反転する。たとえば、図４における最初の走査期間内の最初のフ
レームであるｎ＋１フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正であり、その次の走査期間内
の最初のフレームであるｎ＋９フレームにおけるデータ線Ｓの極性は負であり、さらにそ
の次の走査期間内の最初のフレームであるｎ＋１７フレームにおけるデータ線Ｓの極性は
正である。
【００５９】
　この結果、各走査期間内の最後のフレームにおけるデータ線Ｓの極性も、走査期間ごと
に反転する。たとえば、図４における最初の走査期間内の最後のフレームであるｎ＋４フ
レームにおけるデータ線Ｓの極性は負であり、その次の走査期間内の最後のフレームであ
るｎ＋１２フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正であり、さらにその次の走査期間内の
最後のフレームであるｎ＋２０フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正である。
【００６０】
　表示装置２では、各休止期間中の画素において、当該休止期間の直前に位置する走査期
間内の最後のフレームにおけるデータ線Ｓの極性と同じ極性の液晶印加電圧が維持される
。これは、各画素に存在する容量成分に働きによるものである。したがって、本実施形態
の表示装置２では、各休止期間中の画素において保持される液晶印加電圧の極性は、休止
期間ごとに反転することになる。たとえば、図４に示す最初の休止期間内の各フレームに
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おける液晶印可電圧はいずれも正であり、その次の休止期間内の各フレームにおける液晶
印可電圧はいずれも負であり、さらにその次の休止期間内の各フレームにおける液晶印可
電圧はいずれも正である。
【００６１】
　以上のように本実施形態の表示装置２では、図４に示すように、各走査期間内の各フレ
ームごとに、液晶印加電圧の極性が反転する。さらに、休止期間ごとにも、液晶印加電圧
の極性が反転する。したがって、表示装置２が動作を続けても、各画素の液晶印加電圧の
極性はバランスが取れており、正極性または負極性のいずれか一方に偏ることはない。こ
れにより、液晶内の電荷の偏りが生じることはないので、表示パネルが焼き付きを起こす
こともない。
【００６２】
　（変形例）
　図５は、本実施形態の表示装置２が休止駆動を実行する際の、各フレームにおける液晶
印加電圧の極性を示す図である。本変形例では、走査信号を構成するフレームの数は４で
あり、一方、休止期間を構成するフレーム数は４つである。すなわち、走査期間を構成す
るフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数との和は偶数である。
【００６３】
　本変形例の表示装置２では、走査期間または休止期間のいずれにおいても、ＰＯＬ信号
の極性はフレームごとに反転する。図５の例では、走査期間内のｎ＋１フレーム（ｎは自
然数）におけるＰＯＬ信号の極性は正であり、その次のフレームであるｎ＋２フレームに
おけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ＋３フレームにお
けるＰＯＬ信号の極性は正である。さらにその次のフレームであるｎ＋４フレームにおけ
るＰＯＬ信号の極性は負である。
【００６４】
　本変形例では、走査期間から休止期間に切り替わるタイミングにおいて、ＰＯＬ信号の
極性は反転せずに維持される。したがって、図５の例では、休止期間内のｎ＋５フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は負である。また、休止期間において、ＰＯＬ信号の極性はフ
レームごとに反転する。したがって、ｎ＋５フレームの次のフレームであるｎ＋６フレー
ムにおけるＰＯＬ信号の極性は正であり、さらにその次のフレームであるｎ＋７フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ＋８フレームに
おけるＰＯＬ信号の極性は正である。
【００６５】
　本変形例では、休止期間から走査期間に切り替わるタイミングにおいて、ＰＯＬ信号の
極性が反転する。したがって、図５の例では、走査期間内のｎ＋９フレームにおけるＰＯ
Ｌ信号の極性は負である。また、ｎ＋９フレームの次のフレームであるｎ＋１０フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は正であり、さらにその次のフレームであるｎ＋１１フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は負であり、さらにその次のフレームであるｎ＋１２フレーム
におけるＰＯＬ信号の極性は正である。
【００６６】
　以上のように、本変形例では、各走査期間内の最初のフレームにおけるデータ線Ｓの極
性は、走査期間ごとに反転する。たとえば、図５における最初の走査期間内の最初のフレ
ームであるｎ＋１フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正であり、その次の走査期間内の
最初のフレームであるｎ＋９フレームにおけるデータ線Ｓの極性は負であり、さらにその
次の走査期間内の最初のフレームであるｎ＋１７フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正
である。
【００６７】
　この結果、各走査期間内の最後のフレームにおけるデータ線Ｓの極性も、走査期間ごと
に反転する。たとえば、図５における最初の走査期間内の最後のフレームであるｎ＋４フ
レームにおけるデータ線Ｓの極性は負であり、その次の走査期間内の最後のフレームであ
るｎ＋１２フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正であり、さらにその次の走査期間内の
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最後のフレームであるｎ＋２０フレームにおけるデータ線Ｓの極性は正である。
【００６８】
　この結果、本変形例の表示装置２では、各休止期間中の画素において保持される液晶印
加電圧の極性は、休止期間ごとに反転することになる。たとえば、図５に示す最初の休止
期間内の各フレームにおける液晶印可電圧はいずれも正であり、その次の休止期間内の各
フレームにおける液晶印可電圧はいずれも負であり、さらにその次の休止期間内の各フレ
ームにおける液晶印可電圧はいずれも正である。
【００６９】
　以上のように本変形例の表示装置２では、図５に示すように、各走査期間内の各フレー
ムごとに、液晶印加電圧の極性が反転する。さらに、休止期間ごとにも、液晶印加電圧の
極性が反転する。したがって、表示装置２が動作を続けても、各画素の液晶印加電圧の極
性はバランスが取れており、正極性または負極性のいずれか一方に偏ることはない。これ
により、液晶内の電荷の偏りが生じることはないので、表示パネルが焼き付きを起こすこ
ともない。
【００７０】
　（フレーム数の合計は偶数に固定）
　表示システム１では、コントロール部３は、休止駆動を指示する際、走査期間を構成す
るフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数との和が奇数である制御信号を、タ
イミングコントロール部７に対して出力することもできる。休止駆動制御部８が、当該制
御信号に基づき、走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数
とを算出すると、各フレーム数の和は奇数になる。したがって、休止駆動制御部８が、こ
の算出結果にそのまま基づいた、走査期間と休止期間とを指示する制御信号（矢印Ｅおよ
びＦ）を生成すると、走査期間内の最後のフレームにおいて、ＰＯＬ信号の極性は正また
は負のいずれかに固定される。この結果、従来技術と同様に表示パネル２ａの焼き付きを
起こしてしまう。
【００７１】
　しかし、本実施形態に係る表示装置２では、休止駆動制御部８は、算出した各フレーム
数の和が奇数であるとき、走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレ
ームの数とを、当該和が偶数になるまでそれぞれ算出し直す。例えば、走査期間を構成す
るフレームの数を３であると算出し、一方、休止期間を構成するフレームの数を４である
と算出した場合は、直ちに、前者を４、後者を４として算出し直す。言い換えると、休止
駆動制御部８は、どのような制御信号を受信しようとも、走査期間を構成するフレームの
数と、休止期間を構成するフレームの数との和を、偶数のままにする。すなわち、走査期
間を構成するフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数との和を奇数にする旨の
指示を無視する。
【００７２】
　これにより、本実施形態に係る表示装置２では、走査期間を構成するフレームの数と、
休止期間を構成するフレームの数との和は、常に偶数に固定され、決して奇数に変化する
ことはない。その結果、各画素の液晶印加電圧の極性が、正極性または負極性のいずれか
一方に偏ることがない状態が、常に維持される。したがって、表示パネルが焼き付きを起
こさない状態も、常に維持される。
【００７３】
　以上のように、本実施形態に係る表示装置２には、休止駆動が実行可能であり、かつ、
表示パネルに焼き付きを起こすこともないという利点がある。
【００７４】
　（表示パネル２ａの画素）
　次に、本実施形態に係る表示装置２が備える表示パネル２ａの画素について説明する。
【００７５】
　本実施形態の表示装置２においては、表示パネル２ａが備える複数の画素の各々のＴＦ
Ｔとして、いわゆる酸化物半導体が半導体層に用いられているＴＦＴを採用しており、特
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に、上記酸化物半導体として、インジウム（Ｉｎ）、ガリウム（Ｇａ）、および亜鉛（Ｚ
ｎ）から構成される酸化物である、いわゆるＩｎＧａＺｎＯｘが半導体層に用いられてい
るＴＦＴを採用している。以下、酸化物半導体を用いたＴＦＴの優位性を説明する。
【００７６】
　（ＴＦＴ特性）
　図６は、酸化物半導体を用いたＴＦＴを含む、各種ＴＦＴの特性を示す図である。この
図６では、酸化物半導体を用いたＴＦＴ、ａ－Ｓｉ（amorphous silicon）を用いたＴＦ
Ｔ、およびＬＴＰＳ（Low Temperature Poly Silicon）を用いたＴＦＴの各々の特性を示
す。
【００７７】
　図６において、横軸（Ｖｇｈ）は、上記各ＴＦＴにおいてゲートに供給されるオン電圧
の電圧値を示し、縦軸（Ｉｄ）は、上記各ＴＦＴにおけるソース－ドレイン間の電流量を
示す。
【００７８】
　特に、図中において「ＴＦＴ－ｏｎ」と示されている期間は、オン電圧の電圧値に応じ
てオン状態となっている期間を示し、図中において「ＴＦＴ－ｏｆｆ」と示されている期
間は、オン電圧の電圧値に応じてオフ状態となっている期間を示す。
【００７９】
　図６に示すように、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、ａ－Ｓｉを用いたＴＦＴよりも、
オン状態の時の電子移動度が高い。
【００８０】
　図示は省略するが、具体的には、ａ－Ｓｉを用いたＴＦＴは、そのＴＦＴ－ｏｎ時のＩ
ｄ電流が１ｕＡであるのに対し、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、そのＴＦＴ－ｏｎ時の
Ｉｄ電流が２０～５０ｕＡ程度である。
【００８１】
　このことから、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、ａ－Ｓｉを用いたＴＦＴよりも、オン
状態の時の電子移動度が２０～５０倍程度高く、オン特性が非常に優れていることが分か
る。
【００８２】
　既に説明したとおり、本実施形態の表示装置２は、このような酸化物半導体を用いたＴ
ＦＴを各画素に採用している。これにより、本実施形態の表示装置２は、ＴＦＴのオン特
性が優れているために、より小型のＴＦＴで画素を駆動することができるので、各画素に
おいて、ＴＦＴが占める面積の割り合いを小さくすることができる。すなわち、各画素に
おける開口率を高め、バックライト光の透過率を高めることができる。その結果、消費電
力が少ないバックライトを採用したり、バックライトの輝度を抑制したりすることができ
るので、消費電力を低減することができる。
【００８３】
　また、ＴＦＴのオン特性が優れているために、各画素に対するデータ信号の書き込み時
間をより短時間化することもできるので、表示パネル２ａのリフレッシュレートを容易に
高くすることができる。
【００８４】
　また、図６に示すように、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、オフ状態のときのリーク電
流が、ａ－Ｓｉを用いたＴＦＴよりも少ない。
【００８５】
　図示は省略するが、具体的には、ａ－Ｓｉを用いたＴＦＴは、そのＴＦＴ－ｏｆｆ時の
Ｉｄ電流が１０ｐＡであるのに対し、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、そのＴＦＴ－ｏｆ
ｆ時のＩｄ電流が０．１ｐＡ程度である。
【００８６】
　このことから、酸化物半導体を用いたＴＦＴは、オフ状態のときのリーク電流が、ａ－
Ｓｉを用いたＴＦＴの１／１００程度であり、リーク電流が殆ど生じない、オフ特性が非
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常に優れたものであることが分かる。
【００８７】
　これにより、本実施形態の表示装置２は、ＴＦＴのオフ特性が優れているために、表示
パネル２ａの複数の画素の各々のデータ信号が書き込まれている状態を長期間維持するこ
とができるので、高い表示画質を維持しつつ、休止駆動を実行することができる。また、
休止期間をより長く取ることも可能になる。
【００８８】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではない。当業者は、請求項に示した範
囲内において、本発明をいろいろと変更できる。すなわち、請求項に示した範囲内におい
て、適宜変更された技術的手段を組み合わせれば、新たな実施形態が得られる。
【００８９】
　（極性反転周期の具体例）
　表示装置２では、ＰＯＬ信号の極性反転周期は少なくとも１フレームであればよい。す
なわち、極性反転周期は１フレームでもよいし、複数のフレームでもよい。極性反転周期
が１フレームの場合、走査期間において１つのフレームごとにデータ信号の極性が反転す
る。したがって、フリッカの影響をより低減でき、その結果、表示品位をより高めること
ができる。一方、極性反転周期が複数フレームである場合、データ信号の極性反転周波数
を減らせるので、表示装置２の消費電力をより低減させることができる。
【００９０】
　極性反転周期が複数のフレームであるとき、走査期間を構成するフレーム数、および、
休止期間を構成するフレーム数は、いずれも、極性反転周期の倍数である必要がある。
【００９１】
　ＰＯＬ信号の極性反転周期の値に関わらず、休止駆動制御部８が次のように動作すれば
、本発明による効果を奏することができる。まず休止駆動制御部８は、走査期間を構成す
るフレームの数と、休止期間を構成するフレームの数とをそれぞれ算出する。次に、各フ
レーム数の和が、少なくとも１つ以上の極性反転周期の倍数であるとき、当該和を当該極
性反転周期で割った値である判定値を算出する。極性反転周期が１フレームの場合、判定
値は当該和に等しい。したがって、和そのものを判定値として扱うことができる。
【００９２】
　休止駆動制御部８は、算出した判定値が偶数であるとき、算出した数のフレームからな
る走査期間と、算出した数のフレームからなる休止期間とを交互に指示する制御信号を生
成する。一方、算出した判定値が奇数であるとき、走査期間を構成するフレームの数と、
休止期間を構成するフレームの数とを、当該判定値が偶数になるまでそれぞれ算出し直す
。これらの工夫によって、表示装置２では、休止期間中の液晶印加電圧の極性が、正また
は負の一方に偏らない状態を常に維持することができる。
【００９３】
　たとえば休止駆動制御部８が、走査期間を構成するフレームの数が８であり、休止期間
を構成するフレームの数が８であると算出したとする。ここで、極性反転周期は２フレー
ムであるとする。この場合、各フレーム数の和は１６であり、これは２の倍数である。し
たがって休止駆動制御部８は、１６÷２＝８を判定値として算出する。この判定値は偶数
なので、休止駆動制御部８は、フレームの数が８である走査期間と、フレームの数が８で
ある休止期間とを交互に指示する制御信号を生成し、走査線駆動回路４およびデータ線駆
動回路５に出力する。このとき、各走査期間の最後のフレームにおける液晶印加電圧の極
性が、走査期間ごとに反転する。したがって、休止期間中の液晶印加電圧の極性が、正ま
たは負の一方に偏ることはない。
【００９４】
　一方、たとえば休止駆動制御部８が、走査期間を構成するフレームの数が６であり、休
止期間を構成するフレームの数が８であると算出したとする。ここで、極性反転周期は２
フレームであるとする。この場合、各フレーム数の和は１４であり、これは２の倍数であ
る。したがって休止駆動制御部８は、１４÷２＝７を判定値として算出する。この判定値
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は奇数なので、休止駆動制御部８は、走査期間を構成するフレームの数と、休止期間を構
成するフレームの数とを、当該判定値が偶数になるまでそれぞれ算出し直す。たとえば、
前者を８、後者を８であると算出する。この場合、判定値は１６÷２＝８の偶数になる。
【００９５】
　（休止領域の具体例）
　表示パネル２ａの画面における休止領域は、例えば、画面の半分の領域であったり、ま
たは、全ての領域であったりする。休止領域が画面における全ての領域である場合、休止
期間において、画面内の全ての走査線Ｇに対する走査信号の出力が停止する。したがって
、表示装置２の消費電力をよりいっそう低減することができる。
【００９６】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わ
せて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【００９７】
　＜まとめ＞
　本発明の一態様に係る表示装置は、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルと、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和が偶数である制御信号を
出力する制御信号出力部と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力部であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記フレ
ームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力部と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動回路とを
備えていることを特徴としている。
【００９８】
　上記の構成によれば、本発明の一態様に係る表示装置は、いわゆる休止駆動を実行する
。具体的には、走査期間内の各フレームにおいては、表示パネルの画面における全ての領
域を走査するが、休止期間内の各フレームにおいては、上記画面における少なくとも一部
の領域を走査しない。これにより、休止期間における表示装置の電力消費量が、走査期間
におけるそれよりも大幅に低減する。したがって、本発明の一態様に係る表示装置では、
休止駆動を実行しない表示装置に比べて、より低い電力で動作することができる。
【００９９】
　極性指示信号の極性は、走査期間内の各フレームにおいて、フレームごとに反転する。
駆動回路は、走査期間内の各フレームにおいて、極性指示信号の極性に応じた極性のデー
タ信号を、各データ線に出力する。したがって、各データ線に出力されるデータ信号の極
性も、走査期間内の各フレームにおいて、極性反転周期のフレームごとに反転する。
【０１００】
　走査期間中の画素においては、各フレームに出力されるデータ信号の極性と同じ極性の
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電圧が、画素電極に印加される。したがって、各走査期間において画素電極に印加される
電圧は、極性反転周期のフレームごとに反転する。
【０１０１】
　一方、休止期間中の画素においては、当該休止期間の直前に位置する走査期間内の最後
のフレームにおいてデータ線に出力されるデータ信号の極性と同じ極性の電圧が、画素電
極に保持される。本発明の一態様に係る表示装置では、休止期間内の各フレームにおいて
も、走査期間中と同様に、少なくとも１つである極性反転周期のフレームごとに反転する
。ただし、走査期間から休止期間に切り替わるタイミングにおいて、極性指示信号の極性
が反転する共に、休止期間から走査期間に切り替わるタイミングにおいては、極性指示信
号の極性は反転せずに維持される。あるいは、走査期間から休止期間に切り替わるタイミ
ングにおいて、極性指示信号の極性が反転せずに維持されると共に、休止期間から走査期
間に切り替わるタイミングにおいては、極性指示信号の極性が反転する。
【０１０２】
　いずれの場合も、極性指示信号の極性は、走査期間ごとに、当該走査期間内の最初のフ
レームにおいて反転することになる。これは、走査期間を構成するフレームの数と休止期
間を構成するフレームの数との和が偶数だからである。この結果、極性指示信号の極性は
、走査期間ごとに、当該走査期間内の最後の上記フレームにおいても反転する。したがっ
て、各休止期間中の画素において保持される画素電極の極性は、休止期間ごとに反転する
。これらのことから、表示装置が動作を続けても、各画素の画素電極の極性が正または負
のいずれか一方に偏ることはない。
【０１０３】
　以上のように、本発明の一態様に係る表示装置によれば、休止駆動が実行可能であり、
かつ、表示パネルに焼き付きを起こすことがないという効果を奏する。
【０１０４】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置に駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和が偶数である制御信号を
出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、少なくと
も１つである極性反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させなが
ら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
備えていることを特徴としている。
【０１０５】
　上記の構成によれば、本発明の一態様に係る表示装置と同様の作用効果を奏する。
【０１０６】
　本発明の一態様に係る表示装置は、
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　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルと、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力部と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力部であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力部と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動回路とを
備えていることを特徴としている。
【０１０７】
　上記の構成によれば、本発明の一態様に係る表示装置は、いわゆる休止駆動を実行する
。具体的には、走査期間内の各フレームにおいては、表示パネルの画面における全ての領
域を走査するが、休止期間内の各フレームにおいては、上記画面における少なくとも一部
の領域を走査しない。これにより、休止期間における表示装置の電力消費量が、走査期間
におけるそれよりも大幅に低減する。したがって、本発明の一態様に係る表示装置では、
休止駆動を実行しない表示装置に比べて、より低い電力で動作することができる。
【０１０８】
　極性指示信号の極性は、走査期間内の各フレームにおいて、２以上である極性反転周期
のフレームごとに反転する。駆動回路は、走査期間内の各フレームにおいて、極性指示信
号の極性に応じた極性のデータ信号を、各データ線に出力する。したがって、各データ線
に出力されるデータ信号の極性も、走査期間内の各フレームにおいて、極性反転周期のフ
レームごとに反転する。
【０１０９】
　走査期間中の画素においては、各フレームに出力されるデータ信号の極性と同じ極性の
電圧が、画素電極に印加される。したがって、各走査期間において画素電極に印加される
電圧は、極性反転周期のフレームごとに反転する。
【０１１０】
　一方、休止期間中の画素においては、当該休止期間の直前に位置する走査期間内の最後
のフレームにおいてデータ線に出力されるデータ信号の極性と同じ極性の電圧が、画素電
極に保持される。本発明の一態様に係る表示装置では、休止期間内の各フレームにおいて
も、走査期間中と同様に、少なくとも１つである極性反転周期のフレームごとに反転する
。ただし、走査期間から休止期間に切り替わるタイミングにおいて、極性指示信号の極性
が反転する共に、休止期間から走査期間に切り替わるタイミングにおいては、極性指示信
号の極性は反転せずに維持される。あるいは、走査期間から休止期間に切り替わるタイミ
ングにおいて、極性指示信号の極性が反転せずに維持されると共に、休止期間から走査期
間に切り替わるタイミングにおいては、極性指示信号の極性が反転する。
【０１１１】
　いずれの場合も、極性指示信号の極性は、走査期間ごとに、当該走査期間内の最初の上
記フレームにおいて反転することになる。これは、走査期間を構成するフレームの数と休
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止期間を構成するフレームの数との和を極性反転周期で割ったが偶数だからである。この
結果、極性指示信号の極性は、走査期間ごとに、当該走査期間内の最後の上記フレームに
おいても反転する。したがって、各休止期間中の画素において保持される画素電極の極性
は、休止期間ごとに反転する。これらのことから、表示装置が動作を続けても、各画素の
画素電極の極性が正または負のいずれか一方に偏ることはない。
【０１１２】
　以上のように、本発明の一態様に係る表示装置によれば、休止駆動が実行可能であり、
かつ、表示パネルに焼き付きを起こすことがないという効果を奏する。
【０１１３】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置に駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
備えていることを特徴としている。
【０１１４】
　上記の構成によれば、本発明の一態様に係る表示装置と同様の作用効果を奏する。
【０１１５】
　本発明の一態様に係る表示装置では、さらに、
　表示装置の外部から入力される、上記走査期間を構成するフレームの数を示す情報と、
上記休止期間を構成するフレームの数を示す情報とを含んだ指示信号を受信する指示信号
受信部をさらに備えており、
　上記制御信号出力部は、上記制御信号に基づき、上記走査期間を構成するフレームの数
と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することが好ましい。
【０１１６】
　上記の構成によれば、表示装置が実行する休止駆動を外部から制御できる。
【０１１７】
　本発明の一態様に係る表示装置では、さらに、
　表示装置の外部から入力される映像信号を受信する映像信号受信部をさらに備えており
、
　上記制御信号出力部は、上記映像信号に基づき、上記走査期間を構成するフレームの数
と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することが好ましい。
【０１１８】
　上記の構成によれば、映像信号に応じて最適な休止駆動を実行できる。
【０１１９】
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　本発明の一態様に係る表示装置では、さらに、
　上記走査期間を構成するフレームの数を表す第１の情報と、上記休止期間を構成するフ
レームの数を表す第２の情報とを格納している記憶部をさらに備えており、
　上記制御信号出力部は、上記第１の情報および第２の情報に基づき、上記走査期間を構
成するフレームの数と、上記休止期間を構成するフレームの数とを算出することが好まし
い。
【０１２０】
　上記の構成によれば、記憶部にあらかじめ格納されている第１の情報および第２の情報
に応じて、最適な休止駆動を実行できる。
【０１２１】
　本発明の一態様に係る表示装置では、さらに、
　複数の走査線と、上記複数の走査線に交差する複数のデータ線と、当該複数の走査線お
よび当該複数のデータ線の各交差点近傍に個別に設けられた複数の画素とを備えた表示パ
ネルを備えた表示装置に駆動方法であって、
　上記表示パネルの画面における全ての領域を走査する走査期間と、上記画面における少
なくとも一部の領域を走査しない休止期間とを交互に指示し、かつ、上記走査期間を構成
するフレームの数と上記休止期間を構成するフレームの数との和を２以上である極性反転
周期で割った値が偶数である制御信号を出力する制御信号出力工程と、
　上記各データ線に出力されるデータ信号の極性を指示する極性指示信号を出力する極性
指示信号出力工程であって、
　　上記走査期間内の各フレームおよび上記休止期間内の各フレームにおいて、上記極性
反転周期の上記フレームごとに上記極性指示信号の極性を反転させながら出力し、
　　上記走査期間から上記休止期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の
極性を反転すると共に、上記休止期間から上記走査期間に切り替わるタイミングにおいて
上記極性指示信号の極性を維持するか、または、上記走査期間から上記休止期間に切り替
わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を維持すると共に、上記休止期間から上
記走査期間に切り替わるタイミングにおいて上記極性指示信号の極性を反転させる極性指
示信号出力工程と、
　各上記走査期間内の各上記フレームにおいて、当該フレーム時に入力された上記極性指
示信号の極性に基づく極性の上記データ信号を、上記各データ線に出力する駆動工程とを
備えていることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【０１２２】
　上記少なくとも一部の領域は、上記画面における全ての領域であることが好ましい。
【０１２３】
　上記の構成によれば、表示装置の消費電力をよりいっそう低減できる。
【０１２４】
　本発明の一態様に係る表示装置では、前記複数の画素の各々のＴＦＴの半導体層には、
酸化物半導体が用いられていることが好ましい。特に、上記酸化物半導体は、ＩｎＧａＺ
ｎＯｘであることが好ましい。
【０１２５】
　上記の構成によれば、複数の画素の各々のＴＦＴのオフ特性が優れているために、表示
パネルの複数の画素に各々のデータ信号が書き込まれている状態を長期間維持することが
できるので、高い表示画質を維持しつつ、休止駆動を実行することができる。また、休止
期間をより長く取ることも可能になる。
【０１２６】
　本発明の一態様に係る表示装置は、液晶表示装置であることが好ましい。
【０１２７】
　上記の構成によれば、休止駆動が実行可能であり、かつ、表示パネルに焼き付きを起こ
すことがない液晶表示装置を実現することができる。
【産業上の利用可能性】
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【０１２８】
　本発明に係る表示装置は、休止駆動および極性反転駆動を同時に実行する、液晶表示装
置等の各種の表示装置として、幅広く利用することができる。
【符号の説明】
【０１２９】
　１　　表示システム
　２　　表示装置
　２ａ　表示パネル
　３　　コントロール部
　４　　走査線駆動回路
　５　　データ線駆動回路（駆動回路）
　６　　共通電極駆動回路
　７　　タイミングコントロール部
　８　　休止駆動制御部（制御部）
　９　　極性反転制御部（極性指示信号出力部）

【図１】 【図２】
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